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1．序論 

都市河川大和川は，高度経済成長期頃から流域人口

が急増し，その頃から水質が悪化した．1970 年をピー

クに劣悪な水質であったが，近年では水質が改善され，

天然アユの生息環境も改善されてきている．しかし，

河口より 17.6km 付近にある柏原堰堤によりアユを始

めとする魚類・甲殻類の遡上が阻害されていたため，

2010 年 3 月に柏原堰堤右岸に魚道が設置された 1)． 

魚道とは，魚類の回遊を妨げる堰・ダム等の河川横

断構造物を越えて，魚類が遡行できるように人工的に

設置する迂回路のことである．柏原堰堤右岸魚道では

大和川河川事務所による機能性の調査が行われてきた

が，既往の調査はアユの遡上期を対象としたものが多

く，遡上する魚類・甲殻類全ての現状を十分に把握で

きておらず，また，環境要因も流速・水深にしか焦点

を当てていない． 

調査により魚道の知見を深め，水域の生物多様性が

確保できるような魚道整備が進めば，人工放流に頼ら

ず自然性の高い魚類・甲殻類の生息が可能になり，人

間の食生活の一助にもつながるものと考えられる．よ

って本研究では，柏原堰堤右岸魚道を遡上する魚類と

甲殻類を調査対象にとり，それらの遡上と環境要因の

関連性について把握することで，どの環境要因が生物

の遡上にどのような影響を及ぼしているのかについて，

より多角的な視点から知見を得ることを目的とする． 

2．研究方法 

2-1．捕獲調査 

実際の魚道の利用状況を直接的に把握するため，魚

道に定置網を設置し，魚道を利用して遡上する魚類・

甲殻類を採捕する捕獲調査を実施した．調査は 2015

年の 3月から 12月にかけて全 13回行った．現地では， 

魚道の出口に定置網を設置し，設置後 24 時間経過時 

に網を回収することによって，その 1日間に魚道を遡

上した魚類・甲殻類を採捕した．捕獲した魚類・甲殻

類については，持ち帰った後に全長，体長，重量(カニ

については甲幅，甲長，重量)の計測と種類の同定を行

った．  

2-2．環境要因の計測 

前述の捕獲調査と並行して環境要因の計測を行った．

計測する要因の選定は，アユの遡上に関係すると言わ

れている要因の中から，環境要因による魚類・甲殻類

の遡上変化を把握するという目的を踏まえ，日によっ

て変化しやすい要因(流速，水深，水温，光量子量，濁

度)を選んだ．流速，水深については魚道内外の水域の

内，魚類・甲殻類の遡上に影響を及ぼすと考えられる

箇所をそれぞれの流況の違いから，魚道内越流部，魚

道内非越流部，魚道下流部，呼び水水路の 4つに分類

して個別に計測した．魚道内越流部，魚道内非越流部

は魚道の隔壁上を河川水が流れている箇所であり，い

ずれも生物が遡上の際に通過する点であるが，遡上す

る生物の種類や遊泳能力によってどちらで遡上するか

が異なる．魚道下流部，呼び水水路に関しては，魚は

特定の流速を好む性質があるため，魚道外のこれらの

箇所の流速が魚を呼び込む効果を持ち，遡上に影響を

与えることが考えられる． 

3．研究結果 

3-1．流速と遡上魚の突進能力 

遡上魚の遊泳力と魚道の流速にどのような関連性が

あるのかを把握するため，遡上魚類の突進速度と魚道

内越流部の流速との関連性を検討した(図-1)．図中の

点線は流速と突進速度が等しい点を結んだ線である．

突進速度については，アユは 15×(体長)cm/s，アユ以

外の魚は 10×(体長)cm/s とした．流速については，現

地で計測した流速と同時刻の柏原の水位に強い相関

(r=0.92)が見られたため，定置網を設置していた時間

帯の水位の平均から魚道内越流部の平均流速を逆算し 
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て用いた．この図から，この魚道においては，流速に

関係なく突進能力の高い個体も低い個体も遡上してお

り，また，流速が速いときに突進能力の高い個体の遡

上数が多くなる，などといった傾向もないことが分か

った． 

 

図-1 魚道内越流部流速と突進速度 

3-2．遡上頻度の高い特定種に限定した検討 

捕獲調査にて 4回以上遡上が確認された種(アユ，タ

モロコ，ニゴイ属，オイカワ，スミウキゴリ，カマツ

カ，テナガエビ，ミナミテナガエビ，モクズガニ)につ

いて，それぞれの種がどのような環境要因からどうい

った影響を受けるのかについて把握するため，環境要

因と種ごとの遡上個体数との関連性について検討した．

まず，遡上個体数と環境要因との相関係数を算出した．

算出した相関係数の内，絶対値が 0.4 以上の値のみを

表‐1，2にまとめた．この表から，遡上個体数とカオ

リン濁度，日射の相関は，それぞれ正の相関，負の相

関に偏った傾向があることが分かった．このことから，

濁度が高く，日射が弱いほど遡上個体数は多くなると

いうことが示唆された． 

表-1 魚類の遡上個体数と環境要因の相関係数 

 

表-2 甲殻類の遡上個体数と環境要因の相関係数 

 

また，相関係数を求める方法だけでは，正の相関，

負の相関以外の特徴を把握することが出来ないため，

図を見て好適条件を把握する方法も実施した．その結

果を表‐3，4に示す．表より，魚類・甲殻類の遡上に

おける好適環境は，遊泳魚同士，底生魚同士，甲殻類

同士で種類ごとに数値的な差異を伴いつつも，似通っ

た環境要因から影響を受けることが分かった．遊泳魚

と底生魚は，越流部の流速からは影響を受けている一

方で，非越流部の流速からの影響が見られない点から，

魚道の隔壁部を通過する際，主に越流部を利用してい

るということが示唆された．甲殻類はテナガエビとミ

ナミテナガエビの遡上個体数はカオリン濁度と正の相

関が見られ，モクズガニの遡上個体数はカオリン濁度

との相関がなかったことから，エビは遡上に当たって

濁度の影響を受けやすく，これはカニと異なる特徴で

あるということが分かった． 

表-3 魚類の遡上における環境の好適条件 

 

表-4 甲殻類の遡上における環境の好適条件 

 

4．結論 

(1)魚道内の流速の速さに関係なく，突進能力の高い個

体，低い個体がともに遡上する． 

(2)濁度が高く，日射が弱いほど遡上個体数が多くなる

傾向がある． 

(3)魚類・甲殻類の遡上における遡上個体数は，遊泳魚

同士などで似通った環境要因から影響を受けている． 
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遊泳魚

底生魚

アユ タモロコ ニゴイ属 オイカワ スミウキゴリ カマツカ

流速(越流部) - 0.74 0.51 -0.87 0.52 -
流速(非越流部) - - - - 0.47 -
流速(下流部) -1.00 - - - - -

流速(呼び水水路) - - -0.70 - -0.97 -
水温 - - 0.61 - 0.54 -
濁度 0.45 - - - - -

平均日射 - 0.48 - - -0.70 -
最高日射 - - - -0.42 -0.87 -

遊泳魚 底生魚

テナガエビ ミナミテナガエビ モクズガニ

流速(越流部) 0.46 0.79 -
流速(非越流部) 0.73 - -0.58
流速(下流部) - - -

流速(呼び水水路) -0.91 - 0.90
水温 - - -0.74
濁度 0.77 0.85 -

平均日射 - -0.68 -0.81
最高日射 - - -0.70

甲殻類

アユ タモロコ ニゴイ属 オイカワ スミウキゴリ カマツカ
流速(越流部)(cm/s) 100 110 102 88 100 100
流速(非越流部)(cm/s) - - - - - -
流速(下流部)(cm/s) - - - - 138 130

流速(呼び水水路)(cm/s) - - - - - -
水温(℃) 25 18 28 18 26 28
濁度 4.6 4.6 3.9 3.9 - -

平均日射(MJ/m2) - - - - - -

最高日射(MJ/m2) - - - - - -

遊泳魚 底生魚

テナガエビ ミナミテナガエビ モクズガニ
流速(越流部)(cm/s) - - -
流速(非越流部)(cm/s) - - -
流速(下流部)(cm/s) - - -

流速(呼び水水路)(cm/s) 75 75 141
水温(℃) 23 23 11
濁度 - - -

平均日射(MJ/m2) 0.74 0.74 0.43

最高日射(MJ/m2) - - -

甲殻類
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